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【目的 」使用 済み 自動車用 エ ン ジ ンオイル （廃油）は 、 長鎖炭化水素か らなる潤滑剤で、自然界で

は極め て分解 され に くい 。そ こ で 我々 は 、廃油の 新たな生物工 学的処理方法の 確立を 目指 して 研究

を行 っ て い る． こ れ ま で に、当研 究 グル
ー一プに よ り分 離 され たAcjnetobacter　sp ．　ODDK71 株

は 、エ ン ジ ンオイ ル 由来n −paraf
’fin　fractionmpの アル キル シク ロ ヘ キサン を共酸化 に よ り分解 し

て い る こ とが 禾唆 され た、本研 究で は ，ODDK71 株 の ア ル キ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン の 分解 メ カ ニ

ズ ム を解析する こ とを 目的 と した。

【方法お よび結果 1 ドデシ ル シ ク ロ ヘ キサ ン （DDO また は テ トラデ シ ル シ ク ロ ヘ キサ ン 〈TDC ）

を唯
一

の 炭素源 と した場合、 こ れ らはODDK71 株 に よ りほ とん ど分解 されなか っ た c しか しなが

ら、DDC またはTDC をヘ キサ デカン （HD ）と共 に培地に 添加す る こ と に よ り、こ れ らは48 時間で

約 20〜40 ％分 解され た 。また 、培 地 に Fe2＋や Zn2＋を添加 する こ とによ り、C）DDK71 株の HD 分解率

は上 昇し、そ れ に伴 い 、DDC とTDC の 分解率も48時 間後 に 1．8 〜2．5倍向一ヒした 。こ の結果 か ら、

ODDK71es は共酸化 に よ り飽和環状炭化水素を分解 し、こ の 共酸化 に は直鎖炭化水素の 分解能が

密接に関連 して い る こ とが明 らか とな っ た L
．また 、 こ れ らの 共酸化 に お い て 、 培養液中にそれぞ れ

2種類 の 中間体が 蓄積す る こ とが確認 され た。現在、DDC お よびTDC の 代謝 メ カ ニ ズム を解明す

るた め に、こ れ ら中間体の各種解析を試 み て いる。
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【目的】原油の 各留分 はバ イオ レメディ エ
ー

シ ョ ン の 対象で あるが 、特 に側鎖 の ある

分子構造を持つ iSo一アル カ ン は側鎖 の な い n 一ア ル カン に比べ て微生物分解 を受けに く

く、環境中に長 く残留す る こ とが 知 られ て い る。 しか しなが ら、ll一アルカン分解菌 に

つ い て の 知見は多 い もの の 、 ISo− 7 ル カ ン分解菌につ い て の 知見 はほ とん ど得 られ て

い ない 。 そ こで おo 一アル カ ン の モ デル化合物 と して プ リス タン を用 い て iso一アルカ ン

分解菌の 探索 を行 い 、そ れ ら分解菌の 系統分類 を行 っ た 。

【方法 と結果】プ リス タ ン を単
一

炭 素源と する培地 に、微 生物源 と して 複数箇所 の土

壌 ・汚泥の 懸濁液 を加 え 、28℃ で 好気的に集 積培養 を行 っ た 。プ リス タ ンで の 生育が

見 られ た試 料か ら菌を単離 し、生育度 の 優れた複数株に つ い て 16S　 rDNA の 塩基配列

を決定 した 。 こ れ に 基 づ い た 系統 分 類 の 結 果 、 こ れ らの 株 は 一RhodOCOCCUS 、

Nocardia、　 M ゾc（iba　cterium 、 およ び （弛 rdonfa 細菌に そ れぞれ近縁で あっ た 。 ま た 、

今回単離 した株はすべ て r ア ル カ ン の モ デル化合物 、
ヘ キサデカ ン をも分解 した 。 現

在 、 これ らの 菌株 の iSO一ア ル カ ン分解機構 に つ い て 検 討 中で ある。
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